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PF1と指定管理者制度

I PF1と指定管理者制度の違い

PF1と指定管理者制度は、どちらも民間の力を活用しようという趣旨の制度で

あるが、根拠法に違いがあるため、'一方の手続きが「自動的」に他方の手続きを兼
ねる二とはできない。

PF1事業者と指定管理者では実施可能な業務の範囲は異なっている。PF.1事

業者は「事実上の行為」等を行うことはできるが、指定管理者の指定を受けなけれ

ぱ、市長から権限を委任されて行うことが可能な「施設の利用許可」等の行為は行
うことができない。

OPFI'と指定管理者それぞれで必要な議決項目

圧王三

・債務負担行為の設定・一①

PF1事業契約の締結一・②

》 PF1事業とは

地方公共団休が「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の.促進に関す

る法律」(平成1'1年法律第11 7号。以下「P F 1法」という。)第5条第1項

の実施方針を定めて実施するPF1法第2条第4項に定める「選定事業」

》指定管理者制度'とは

地方自治法.(昭和22年法律第67号)第244条に規定する公の施設の管理

に関し、民間.能力等を活用する制度

【,公の施設におけるPF1と指定管理者制度の比較】

臣璽^
・公の施設の設置管理条例の制定一・③

・指定管理者設置条例の制定一・④

・指定管理者の指定一・⑤

※③,④は同一の条例によることも可能

事実上の行為

使用料の収入の徴収

定型的行為、

ソフト面の企画

利用料金の収受

利用料金の設定

P F I

施設の利用許可

0

0

0

0

ノ

X

指定管理者制度

X

0

X

0

0

地方自治法第244条の2第8項

0

0

0

地方自治法第244条の2第9項

1

0

地方自治法第244条の2第4項
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2 指定管理者候補者の.選定方法及び選定理由

(仮称)長崎市交流拠点施設整備・,運営事業は、 R F 1法に基.づき、'M I C E
事業者自らの提案をもとに施設の設計,建設を行った後'市に施設の所有権を移

転し、事業期間中に事業契約書の内容の運営・維持管理業務を行う方式に,より実
施す.るものである。

その契約相,手方は、(仮称)'長崎市交流拠点施設整備・運営事業受注者選.定審
査会において、'市の募集要項・要求水準に基づき民間事業者から提出された事業

提案書の評価・審査を行い、受注者として適正と判断し選定している。
その中で、 M'1CE施設の管理・運営に当たっては、施設の利用許可などPF

1事業だけでは実施できないため、指定管理者制度を導入するととも.に、'利用料

金制を採用することとしている。

このことから、指定管理者については本事業に係る契約を締結しているM IC

E事業者(株式会社ながさきM I CE)を非公募にて選定するもめである'。

【参考,】

地方自治法抜粋

(公の施設の設置、管理及ぴ廃止)

第二百四十四条の二

1 及び2、〔略〕

3 普通地方公共団体は、'公の施設の設置の目的を効果的に達成するため必要があ

ると認めるときは、条例の定めるところにより、法人その他の団体であ'つて当該
普通地方公共団体が指定ずるものく以下本条及び第二百四十四条の四において「

指定管理者」という。)に、,当該公の.施設の管理を行わせることができる。
4、前項の.条例には、指定管理者の指定の手続、指定管理者が行う管理の基準及び
業務の範囲その他必要な事項を定めるも,のとする。

5から7まで〔略〕

8 普通地方公共団体は、適当と認めるときは、指定管理者にその管理する公の施

設の利用に係る料金(次項において「利用料金」という。)を当該指定管理者の
収入として収受させることができる。

9 '前項の場合における利用料金は、公益上必要があると認める場合を除く1添か、

条例の定めるところにょり、指定管理者が定めるものとする。この場合において、

指定管理者は、あらかじめ当該利用料金について当該普通地方公共団体の承認を
受けなけれぱならない。

1 0及び11 (略〕

出島メッセ長崎条例抜粋

(指定管理者が行う業務)

第4条指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。

①.メッセの利用の許可その他のメ.ツセの利用に関する業務
②メッセの企画、宣伝及び利用促進に関する業務

③メ.ツセの施設及び設備の維持管理に関する業務

④前3.号に掲げるもののほか、'メッセの運営に関Lて市長が必要と認める業務
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日本大震災における'波にょる被 国土交通省

0 平成23年3月11日の東日本大震災では、これまでの想定をはるかに超える巨大な地震.津波が発生。

0 青森、岩手、宮城、福島、茨城、千葉の6県62市町村の浸水範囲面積の合升は561km21こ及び、
広範なエリアにおいて被害が発生。

0 また、内陸の奥域まで浸水域が拡大し、地域全体が壊滅的な被害を受けたエリアも存在するなど、
甚大な被害が発生。

東日本大震災における津波にょる被害

東日本大震災時の仙台市における
浸水範囲と従前の浸水想定範囲

埴

出典棄北地方太平洋沖地震漫水範囲国土地理院貴料より作図

東日本大震災時の仙台市の様子

【ニニコ系系組宝孟拝浄垢重

^畿",、,。
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東日本大震災の人的被害

出典:国土交通省東北地方整備局

圧突.揖塙美.モ

の敗4■坐

低烹1■導

死者の9割が、津波による溺死

妥察行資料よ"内閣府作成)
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津波対を築るにあたって*定すべぎ波レベル

0 政府の中央防災会議等では、甚大な被害をもたらした東日本大震災を教訓に今後の津波対策を構築するに
あたっては、基本的に二っのレベルの津波を想定する必要性を指摘。

'将来同様の地震が発生する可能性が高く切迫性の高いと考えられる地震.津波

'あらゆる可能性を考慮した最大クラスの巨大な地震・津波(東日本大震災クラス相当)

頻度の高い津波(LI)

聿疲レベル 生は古く.、はいののナ、 たら.、
、

住民財産の保護、地域経済の安定化、効率的な生産拠点の確保の観点から、海岸保全施設等を敕伊
基本的考え方 海岸保全施設等にっいては、引き続き、発生頻度の高い一定程度の津波高に対して敦伊を准

めるとともに、設計対象の津波高を超えた場合でも、施設の効果力沫占り強く発揮できるような構
造物の技術開発を進め、整備していく。

最大クラスの津波(L2)

津波レベル 生はめていのの生ぱナ、 ナ・ら.、

住民等の生命を守ることを最優先とし、住民の避難を軸に、ど乃る手段を尽くした総合的な津波対策を確立

基本的考え方 被害の最小化を主眼とする「減災」の考え方に基づき、対策を講ずることが重要である。そのた
め、海岸保全施設等のハード対策によって津波による被害をできるだけ軽減するとともに、それ
を超える津波に対しては、ハザードマップの整備など、避難することを中心とするソフト対策を重
視しなけれぱならない。

中央防災会議「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会」報止(平成23年9月28日)をもとに作成

国土交通省



東本大 災以前の津波対策に係る法制度と津波防災地域づくり法との主な相違点 V国士交通省

東日本大震災以前の
津波対策に係る法制声

頻度の高い津波(ロ)を想定
(例大規模地震対策特別措置法等)

特定の津波災害への対策

例東海地震(大規模地震対策特別措置法)等)

各主体(国・県・市等)がそれぞれ

計画を策定

(例大規模地震対策特別措置法の地震防災計画等)

防災の観点から計画を策定

(例大規模地震対策特別措置法の地震防災計画等

津波防災地域づくり法

最大クラスの津波(L2)を想定

将来発生しうるjj 災皇
対策

各主体が実施する施策を組み合わ
せたゞ合¥なき十画が定

災に加えづしの観点から
計画を策定

への
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波防災地域づくりに関する法律(津波防災域づくり法)の要〔J国土交通省

0平成23年12月7日、「津波防犬地域づくり1こ関する法律」が成立衆参とも全会一致)。

0本法により、将来起こりうる最大クラスの津波災害の防止・軽咸のナ_め、全国で活用可台"な制度を創設。

法律の概要(平成23年12月14日公布平成23年12月27日一部施行、平成24年6月13日全部施行)

基本指針

C>

都道府県は津波による災害の発生のおそれがある沿岸の陸域及ぴ海域に関する地形、地質、土地利用の状況その他の事項
に関する調査を行う

津波浸水想定の設定

都道府県知事は、基本指針に基づき、かっ基礎調査の結果を踏まえ、津波浸水想定 G聿波があった場厶に想定される拘水の
区域及び水深)を設定し、公表する。

市町村は、基本指針に基づき、かつ、津波浸水想定
を踏まえ、津波防災地域づくりを総合的に推進する
ための計画(推進計画)を作成することができる。

推進計画の作成 津波災害警戒区域等の指定

都道府県知事は、津波による人的災害を防止するために警戒避難
体制を特に整備すべき土地の区域を、津波災害警戒区域として指
定することができる。

都道府県知事は、警戒区域のうち、津波災害から住民の生命及び
身体を保護するために一定の開発行為及び建築等を制限すべき土
地の区域を、津波災害特別警戒区域として指定することができる



V国土交通省'波戸水よ

0都道府県は、基礎調査の結果を踏まえ、津波が発生した場合の浸水の区域及び水深を設定(義務)。

0津波浸水想定は、基本指針に基づき、「最大クラスの津波」を想定して設定。

基礎調査
(都道府県(国

最大クラスの津波の断層モデルの設定

(都道府県)

津波浸水シミュレーション

(都道府県)

津波浸水想定の設定

(都道府県)

津波浸水想定(

,''

山急

(静岡県焼津市)

メ

慾宝

捧市殴所

最大浸水深(m)

■ 20 以上
■ 10 -20
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<留意事項>

【津波災害戒区域】

「津波災害警戒区域」は、津波防災地域づくり

に関する法律(平成 23年法律 123号(以下「法」
という))第53 条第 1項に基づく区域です。
「津波災害警戒区域」は、津波浸水想定(法第

8条第1項)を踏まえ、津波による人的災害を
防止するために警戒避難体制を特に整備すべ
き区域です。

【基準水位】

「基準水位」は、法第53条第2項に基づく水

位で、津波の発生時における避難施設に避難上

有効な高さ等の基準となるものです。

「基準水位」は、津波浸水想定に定める浸水深

に係る水位に構造物への衝突による津波の水

位の上昇を考慮して必要と認められる値を加

えて定める水位であり、地盤面からの高さ(メ

ートル単位)で表示しています。

(下図参照)

●U星'畢■U"邑亀晶●●'

津波災害警戒区域の指定の公示に係る図書
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市町村名

図面番号

基準水位

(単位:メートル)

こ地図は、国十.地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形園(タイル)を複製したものである。 (承認番号平27情複、第 1413号)

これをさらに複製叉は使用して配付する揚合には、国土地理院の長の承認を得なければなりません。
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【地形(標高)データ】

基準水位の算出に用いた「地形(標高)データ

は、平成 21年の地形図の等高線及び平成 23

年の航空レーザー測量または写真測量の結果

をもとに作成しているため、その後の開発に伴

う盛土や個別施設の微細な土地の形状が現況

と異なっている場合があります。

【背景地図】

「背景地図」は、平成27年3月時点の国土地

理院による電子地形図(タイル)を複製して作

成しており、道路や建物などが現況と異なって

いる場合があります。なお、埋立地において新

たに埋め立て情報を得たものにつぃては追記

しているところがあります。
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津波災害警戒区域の指定の公示に係る図書(拡大)
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出島メッセ長崎の1階フロア高さの設定
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1. 津波対策の考え方

平成23年3月 U 日に発生した東日本大震災による甚大な津波被害を受け、内閣府中

央防災会議専門調査会では、新たな津波対策の考え方を平成23年9月28日(東北地

方太平洋沖地震を教訓とした地震津波対策に関する専門調査会報告)に示しました。

この中で、今後の津波対策を構築するにあたっては、基本的に二っのレベルの津波を

想定する必要があるとされています

ーつは、住民避難を柱とした総合的防災対策を構築する上で想定する「最大クラスの

津波」(L 2津波)です。

もうーうは、海岸堤防等の構造物によって津波の内陸への浸入を防ぐ海岸保全施設等

の建設を行う上で想定する比較的発生頻度の高い津波」(L1津波)です。

津波浸水想定について

(解説:第2版)

長崎県ではこれまでの県独自の調査結果や内閣府で公開された南海トラフの巨大地震

の調査報告等も踏まえて、「最大クラスの津波」に対して総合的防災対策を構築する際の

基礎となる津波浸水想定を作成し、平成26年3月31日に第1版を公表しました。

第2版では、国土交通省内閣府文部科学省が平成26年8月に公表した珀本海にお

ける大規模1也震に関する調査検討会」の調査報告を踏まえ、津波浸水想定を見直しました。

平成28年10月

長崎

参考

31 白公表

県

津波対策を轟じるために恕定すべき津波レベルと対葉の基本的な考え方

今後の津波対策を構築するにあたうては、基本的に二っのレベルの波を恕定する必要がある
ウの化2津波)

■津宴レκル

尭生如度は梗めて低いものの、発生す乳ぱ甚大な被害をもたらす津波
■基本的考え方

住民等の生富を守ることを曇先七し、住艮の電娃を軸にハード.ソフ卦のとりうる亭段を尽くした靴合的な封東
き確立Lていく。

r
づ、封を槙ずることが堂要である'モのため、淘保全柚設

れ 丸る津液t

r 二

のハード封軍r二よ寺て津波はよる粧をで嚢るだけ軽減*ると七●に、
マ,プ

津波レベル

クラスの津波に比ぺて発生頻度はく、津渡ぱ低いものの大きな誠書をもたらサ津波(鮫十年から首数十年の頗度)
差本的考え

人衛.住民財産の保談.地岐紐請の硫保の観点から.樺岸保全竃設塙症整歯
寿燦保全施設等にっいては、比較的発生頬塵の高い津波高に封して襲偉をめるとともに、般計対象の流波高を超
えた場合でも、 のがし で していく。.、

堤防整備等の目安となる1設計津波の水位」を設定

ソフト対策を講じるため基礎資料の r

のい

しては

札

13

"

図一1 津波対策を講じるために想定すべき津波レベルと対策の基本的な考え方

こ
ト

を実施していく。

波浸水想定」を作成

■
■



2.留意事項

0.「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律(平成23年法律第123号)

第8条第1項に基づいて設定するもので、津波防

となるものです。

0 「津波浸水想定」は、最大クラスの'波が悪条件下において発生した場合に想定され

る1水の区 qヨ水)と水深守ヨ水深)を表したものです。

0 量古之乏堅ι2墜遮は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発

生が想定される津波か'ら設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能

1・4

性がないというものではありません

0 曇丞蛾主浸空深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地震による1也盤変動

や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、提丞域墾歪主^したり、

1 水深がさらに大きくなったりする場合があります。

0 「津波浸水想定」の提丞聾生提丞墨は、避難を中心とした津波防災対策を進めるため

のものであり、津波による災生や被害の発生価開を決定するものではありませんま

地づくりを実施るための基礎

J

たV一定の条件を設定し計算した結果のため、

というわけではありません

0 浸丞域史浸杢深は、津波の第一波ではなく、

0 「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、

津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。

0 今後、数値の精査や標記の改善等により、修正の可ヨ酎生があります。

色されてぃない区が必ずしも安全

二波P に大となる もあります



3.津波浸水想定の記哉事項及び用語の解説

(1)記載事項

<基本事項>

①浸水域

②浸水深

③留意事項(2.に前記した事項)

(2)用語の解説

①浸水域について

海岸線から陸域に津波が遡上するととが想定される区域。

②浸水深について

陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面から水面までの高さ。

図一2のような凡例で表示

③津波水位について

津波襲来時の海岸線における津波水位(図一3)の最大値を標高で表示。な

お、気象庁が発表する津波の高さは、平常潮位(津波が無かった場合の同じ

時刻の潮位)からの高さ(図一4)であり、津波水位とは基準が異なります。

週と高

湊水深

5.om以上一10.om未満

02.om以上一 5.0,"未満
01,om以上一 2.orΠ未満

0.3m以上一 1.orn宋満

03m未満

津卸k位(T.P.m

図一2 浸水深凡例

海岸線

t●^浸水埴(浸水深を色)
の

東京湾平均海面〔TP.土om)

地益後の堤防

化射筑古 Lの場合
コンクリート製・・・破壊

・・'地震前の2596の高さ・盛土

0 謹・液状化対策がりの場台
物
したら

図一3 長崎県の津波水位の定義

早潮位(津識が孝い場昔の潮位)

津波の高さ

浸水深(m)

撲瑠所

角

図一4 気象庁の津波の高さの定義
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4 対象津波(大クラス)の設定について

)過去に長崎県沿岸に来襲した津波について

過去に長崎県沿岸に来襲した既往津波については、「日本被害津波総覧〔第2版〕、

渡辺 a998)」、'珀本被害地震総、宇佐美他(2013)」、「津波痕跡データベース、

東北大学工学研究科他」等から、津波高に係る記録が確認できた津波を抽出・整理

しました。

なお、寛政4年 a792年)の雲仙岳の火山活動により発生した山体崩壊に伴う津

波については別途参考資料に取りまとめておりますので、ご参照ください。

)長崎県沿岸に来襲する可能性のある津波について

海溝型地震(図一5)については、内閣府南海トラフの巨大地震モデル検討会」

が公表したⅡケースの津波断層モデルのうち、長崎県に最も影響が大きいものを設

定しました。

活断層型地震については、炊の2点を踏まえて、防災上の観点から各沿岸部にお

ける最大クラスの地震・津波について、長崎県独自の'検討を行いました。

①有明海については、これまで長崎県が実施してきた活断層胴査、地霞アセス

メント調査の結果および地霞調査研究推進本部の研究成果等に基づいて設定。

②日本海側については、長崎県の独自断層として地震調査研究推進本部の研究

成果や近隣県の調査資料等に基づいて設定したものに加え、国士交通省・内

閣府・文部科学省が平成26年8月に公表した「日本海における大規模地震に

関.する調査検討会」の調査結果(図一6)に基づいて設定した。

海トラフの巨大地震の新たな想定震源断層

トラつの巨大地貫の撃定璽尋断層埴
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日本海における大規模地震に関する調査検討会での想定震源断層
影興の大凱

青轟梨

牧■

山影鳳

F01.ヂ0之 1榔.゛帥'「12.子1', F25.'17. FIB

F1き.戸ユ0.,24゛申二0奉キ

,20 子ユ4 コ F26 1 ギ30

゛,0, F,' 1

F3コ,子3'.,3色゛ヨ,盛ユ f'1 F4ユ惟ι

F■1,,45

"5 t. F'1 匙之 F'き F'フ, F●,

デ',. F51.門ユ.門3

゛49. F53

門'

F17. F24' n8.1 F,5

n',門0゛1,門5,,3'畢:.,3,

●ψ県

石川像

蛙鷺無

長嶋勲^) 0F3丁子60

道府尿内の市町村で平地及び全埼摩綿での平均津渡が最大となっている断暦
il:半地の半均津波高のみが最火と女う'亡いろ断府
2:全海岸線の雫均探法高のみが最火之壮0てぃる断店

「日本海における大規模地に関する調査検討会での想定地震」公表図一6

山口県

3)選定した最大クラスの津波について

平成26年3月に長崎県が公表した、長崎県沿岸に最大クラスの津波をもたらすと

想定される5つの津波断層モデルに加え本改定版では、国士交通省・内閣府文

部科学省が平成26年8月に公表した「日本海における大規模地震に関する調査検討

会」の西山断層及び北方延長部の断層(F60)大すべり左側による津波断層モデルを

選定しました(図一フ)。
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1)平成26年3月公表(第1版)で選定した津波断層モデル

①南海トラフケース 5、②南海トラフケース 11、

③大村'諌早牝西付近断層帯、④雲仙地溝南縁東部断層帯と西部断層帯の連動、

⑤対馬海峡東の断居

2)今回(第2版)で追加して選定した津波断屑モデル

⑥西山断層及ぴ北方延長部の断層(F6の大すべり左側
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対象
津波

海溝型地震

「南海トラフの巨大地震モデル検討会」公表(H24

ケース5

マウ'ニ
チユード
使用
モ丁ル

MW = 9.1

南海トラフの巨大地震モデル検討会(第二次報告)モデル

0 内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」で検討された南海トラフの

うち長崎県内の沿岸に影響が大きいと考えられるケースを選定

8.29)による想定地霞津波

ケース 11
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対象
津波

マウ'ニ
チュード
使用
モデル

活断層型地
「長崎県独自モデル」による想定地津波

雲仙地溝南縁東部断層帯と大村一諌早北西付近断帯
西部断帯の連動

MW=6.フ MW=フ.1

0 平成 18年長崎地震発生想定委員

会によって設定された、独自モデ

ル

r、゛゛゛.ー、^:

^ー、゛゛.
、.:

.、1 ',''

ご'交衿夕製t 近帯

長崎県モデル

0 地震調査研究推進本部の長期評価

が実施された断層モデルのうち、

長崎県内の沿岸に影響が大きいと

考えられるケース

ず

、

選定した最大クラスの津波断層モデル
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対象
津波

活断層型地震
「長崎県独自モデル」による
想定地津波

対馬海峡東の断層

MW=フ.4

佐賀県(H22)モデル

マグニ
チュード
使用
モデル

0 「佐賀県地震・津波等減災対策調

査、佐賀県(H22)」の調査検討結

果を踏まえ、長崎県が設定したモ

デル。

今回選定した津波断層モデル

活断層型地
「日本海における大規模地震に関する

調査検討会」公表(H26.8.26)による
想定地震津波

西山断層及ぴ北方延長部の断層
(F60)大すべり左側

MW=フ.6

日本海における大規模地震
に関する調査検討会モデル

0 国土交通省・内閣府・文部科学省

が平成26年8月に公表した「日本

海における大規模地に関する調

査検討会」で検討されたモデルの

うち、長崎県内の沿岸に影響が大

きいと考えられるケスを選定。
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「新編日本の活断層、活断層研究会
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「日本海における大規模地震ι、関する調査検射
会、国土交通省(2014)」より抜粋、加筆
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図一フ(3) 選定した最大クラスの津波断層モデル
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長崎駅周辺の浸水対策

(1)事業の目的

長崎駅北側の八千代町電停付近と駅前高架広場下駐車場付近は、地盤が低いため、潮位の
影響を受けやすく、大潮満潮時と集中豪雨が重なった際は、道路が冠水し一時的に交通が寸
断される浸水が発生することから、長崎駅周辺土地区画整理事業と連携をとりながら、この
ような浸水を防ぐための雨水施設を整備するものである。

(2)排水の現状と浸水の原因

長崎駅周辺の雨水排水の現状と浸水の原因は、以下のとおりである。

ア御船蔵町や西坂町などの斜面地(ピンク色)の雨水は馬込川に排水している。また宝
町、幸町、八千代町の平坦地(赤色)の雨水も馬込川に排水している。しかしながら 、

八千代町電停付近の地盤が特に低い赤色斜線部では、大潮満潮時と集中豪雨が重なった
場合、海水が雨水渠へ逆流して雨水が排除できなくなり、たびたび浸水している。

イ長崎駅周辺土地区画整理事業区域(青色)及び駅前の国道付近(緑色)は、浦上川及
び岩原都市下水路へ排水している。しかしながら、駅前高架広場下の地盤が特に低い青
色斜線部でも、たびたび浸水が発生している。

(3)浸水対策

このような浸水を防ぐため、次のような対策を行う。

ア海水の逆流を遮断するためのフラップゲートを設置する。

イフラツプゲートが閉まっている満潮時の約2時間分の雨水を貯留管で貯留し、特に地
盤が低い八千代町電停付近や駅前高架広場下付近の浸水を防ぐ。

ウ本事業は、国庫補助事業の採択基準である「10年に一度発生する確率(10年確率)の
大雨」を想定し計画している。しかしながら、平成26年7月3日の降雨は、それを上回
つていたことから、30年確率に相当する大雨にも対応できるよう、単独事業として雨水
貯留管を補完する雨水排水ホンプを設置する。

排水区域の現状

ゴ禿坂E簸,'1謬

、1、●.員、゛i
無轟・

排水の現状と対策

/ニ
.

エ^ノ气叩'
浸水対策後

、

゛'T

毛を

1、

/

1
゛

゛
叩

弩*'
.'

゛

、

21

ワラップゲート

雨水貯留

0 雨水マン'一鳧ホ'ンフ

ノ.;ール

^゛

ー
.

偶
ミ
リ
淘
.
^

'
゛
'
む
、
^
、
一
,
L
 
Ⅱ

;
●
 
1
 
.
r

、
^
、
^
峯
冷
尋
^
:
一
^
,
、
^
^
・
、
一
器
、
^
^
^
,
モ
^
^
、
'
一
、
・
.
ー
.
,
ニ
,
"

』
.

嬰

一

,
、
、
υ
'
、
・

・
総
舞
゛
.庶

州
,
、
.

'
.
、
1
円
し

邸
F
1

'

り
.
〆
'
;
,
'
 
0
 
.
一
,
.
{
:
、
.
仕
゛
゛
.
゛
:
乢
゛
,
,
ー

0
.
'
'
.
ー
"
昌
ト
^
,
封
h
゛
削
.
一
.
ー
ー
,
J
:
一
'
!
.
、
゛
,
瓢
一
岬
゛
一
.
^
、

ノ

U
'
,
・
.
"
、
.

克
・
.
ー
^
,
"
:
气
^
,
'
、
、
、
.
^
^
、
,
一
、
一
^

、
・
,
、
凱
.
こ
、
、
、
^
遜
・
、
ニ
、
N
川
退
蓼
畊
,
、
璽
:
、
、

L
潮
N
ミ
越
琴
凱
、
,
"
、
.
:
一
,

i
 
,
.

ー
゛
.
、

゛
子
.
 
E
 
,

.
、

,

、
＼

,
゛

邑
.

一
、
,

戸
 
1
 
.
ι

'
゛

゛
'
゛

、
,

、
、
,

、
、
一
一

1

、
、
毛

,
.

゛
゛
一

、
、
』
、
;

冬
子
途
、

゛
.
●
 
1
 
・
、
゛
,
、
・
,
、
;
'
'
^
凡
、
/
4
 
.
一

島
.
竜
'

剖

.

.

J

.

.

.
一

.

.

、
、
、
ー

X

゛
、
.
、
リ

.

'

'
▲

ず

Ⅱ

'

゛
゛

、

・
汽

.

.

ン

ノ

゛

.
、
、
、

、
゛

゛
一
゛
.
'
:
.
、
一
'
●
亀
U
:
 
K
.
一
"
1
開
一
賊

;
.
'
賀
噛
、
゛
゛
゛
一
碍
叫
1
"
.
ι

.
Ⅱ

・
,
、
嘆
゛
・
・
・
;
 
f
、
.
、
一
・

゛
'
ン
.
、
フ
^
:
↑
,
ミ
.

、
色
.
^
.
、
,
,
、
・
一
『
:
'
:
γ
一
^
^
.
、
●
局

ゞ市
、

』
゛
一

'
一

1
、
イ
「
ι
.

.
ー

、
、
 
L
甲
し
＼
 
T

三
暑
一
■
.
一
.
一
臼
^
』
.
'
.
、

毛

＼
/

/
ゞ

/
/

゛

●
暑

、
報
二

¥
υ

U
蒸

、
・
、
、
^

^
 
C
一
一
珪
.

、
＼



(4)事業概要及び進捗状況

本事業については、長崎駅周辺土地区画整理事業や゛R長崎本線連続立体交差事業の進

捗に合わせて整備を行う

ア事業概要

雨水貯留管(幅40 o ommX高さ 20 o omm) L= 2 1 0 rn

雨水渠(幅20 o ommX高さ 1 0 o omm 他) 655mL=

雨水排水ボンプ 1 箇所(2基)

イ事業期間平成25年度~令和3年度

ウ進捗率(延長ベース)

゛' 1

引
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約33%(H 30年度末)

雨水貯留管据付状況

長崎駅周辺浸水対策イメージ図

浦上川 都市計画道路

浦上川線

最終フラップ

海水の逆流を防ぐ役割

識

区画整理区域

(高地部)

クリーン

貯留管フラップ
貯留管への逆流を防ぐ役割

雨水排水マンホールポンプ

長崎駅前

(低地部)

フラップゲートイメージ写真

所

国道202 号

(低地部)

1=1

スクリーン

1溝フラップ

雨水の逆流を防ぐ役割

茂里町スクリーン写真
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公の施設としての設置及び管理

「出島メッセ長崎」は、地方自治法(以下「法」という.。)第244条第1項の規定に

基づき長崎市が設置する「公の施設」であり、法第 244 条の2第3項の規定に基づき

指定管理者に管理・運営業務を行わせるにあたり、施設の設置目的を達成するよう監督
していく責任がある。

出島メッセ長崎の管理運営に係る長崎市の考え方

2 PF1事業契約の締結及び指定管理者の指定

「出島メツセ長崎」の整備、運営については、.民間.資金等の活用による公共施設等の

整備等の促進に関する法律(PF,1法)に基づき実施することとしており、長崎市と株

式会社なかさきM I C Eは、平成 30年9月21、日に、平成 53年'(2041年)'10月31日

までの.「(仮称)長崎市交流拠点施設整備・運営事業契約」を締結してぃる。

併せて、利用料金の設定、収受、利用の許可等管理業務を行わせるため、令和2年1

月1日から令和23年(2041年)10月31日まで株式会社ながさきM I CEを指定管理
者として指定予定である。

3 長崎市の役割・業務

Π)・施設の運営・.維持管理等

「出島メツセ長崎」整備後は、株式会社ながさきM ICEが施設の維持管理業務及び

運営、 M ICE誘致業務を行っていくこととなるが、指定管理者である株式会社ながさ

き.M ICEが公の施設の設置目的を理.解し、適正な管理運営・良好なサービスの提供を

行っているかを監視・監督し、次年度以降の業務内容等に反映させてぃくためのモニタ

リングを実施する。

また、施設の大規模修繕については、長崎市が行う必要がある。

②誘致・受入業務の推進

M I CE誘致については、「出島メッセ長崎」への誘致を行う株式会社ながさき'M I

CEだけでなく、長崎市全体への誘致と受入を担うDM.0をはじめ経済界、大学、行
政が連携して取組みを進めていく必要がある。

特に、長崎市においては、国際会議、政府系会議の誘致.にっいて、国や県と連携しな
がら、誘致を推進していく必要がある。

4 長崎市の組織・人員体制

現在、文化観光部においてプロジェクトの担当として政策監を配置し、施設整備にっ

いては交流拠点施設整備室(5名)が、 M ICEの誘致・受入につぃてはM ICE推進
室(3名)がそれぞれ業務にあたっている。

今後、令和3年の施設の引渡しをもって、・施設整備に係る業務は」旦終了する.もの

の、公の施設である「出島メッセ長崎」が長崎市の交流人口の拡大と地域経済の活性化

に寄与する目的を達成していくよ.う、施設の設置者としての役割を果たすため、状況に

応じた組織体制をとるとともに適正な人員を配置し、上記3の業務を遂行する。
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